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＜連絡事項＞
・本日、18:50～20：30　パークホテルで以下の研修があります。興味ある方はご参加ください。

八戸認知症診療を考える会（座長：深澤COO）

・プライマリケアで診る認知症～多職種連携で支える～

（ファミクリ　小倉先生）

・認知症性疾患をどう診て治療するか

（神奈川歯科大学附属病院　真鍋先生）
＜東病棟入室状況＞
＜部屋移動＞

・菅野　勝利様　　東Ａユニット15号室→東Ｂユニット3号室に移動となる。
・佐藤　光子様　　東Ｂユニット1号室→東Ｃユニット5号室に移動となる。

・江刺家　キヨ様　東Ｃユニット5号室→東Ｂユニット1号室に移動となる。
＜患者様連絡事項＞
・矢崎　清三様～臨時薬5日分処方となっている。また未消化・粘液便続いている事馬渡Dr報告し、経過観察の指示あり。

・藤島　孝光様～臨時薬と持参薬が重複していたこと報告。持参は使用せず、臨時薬で対応するとの事なので周知して下さい。

・見付　幸一様～栄養より糖尿病患者様用の栄養剤があると連絡あり。2/9朝より変更予定。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～本日から20時～6時の時間隔離となる。自分本位の発言あり、要求も多い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。スタッフに対する粗暴行為や暴言あり。介入に対しても興奮することあり。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放時間近くになるとドア蹴りみられている。開放観察中はトラブルなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。病的体験に左右され叫ぶことあるが、スタッフ介入にてトラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・西舘　力哉様～本日より20時～6時の時間隔離となる。一時的に他者と口論になる事落ち着かない様子みられていたが、午後は落ち着いて過ごす事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・板橋　愼悦様～両手・体幹・右下肢の身体拘束中。38.7℃の発熱有。田中Dr診察し、クーリングし解熱するか様子を観てから昼の経管を注入するか判断するとの指示あり。14：00体温38.0℃、田中Dr報告。昼の分の経管栄養開始している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両手・体幹身体拘束中。昨日準夜帯にてマーゲンチューブ自己抜去あり。本日再挿入している。バイタルサインに異常なし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。酸素1L流入中、バイタルサインに異常なし。口唇の不随運動は持続している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。飲水要求頻回であり、介入に妄想発言はないが不機嫌さみられている。危険行為はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常なし。身体不調の訴えなく経過する。
・中居　松男様～栄養補助飲料(アルジネート)125ml×2本拒否なく飲んでいる。15：56多量の発汗、体温37.8℃　脈101回/分意識障害なく声掛けに返答は出来ている。援助に対して払いのけることもできるが、両上下肢の緊張強く眼瞼周囲も発赤（+）充血あり。田名部Dr報告し、点滴1本処方となり明日までキープの指示あり。明日主治医へ指示受けして下さい。
・菅野　勝利様～Bユニットへ移動するが不穏なく経過している。
・藤嶋　孝光様～トイレ頻回。都度介助要しているが、介入への拒否・抵抗は無い。
＜田名部Dr患者様診察情報＞
・西舘　力哉様～2/8臨時薬よりハロペリドール15mg追加、その他同内容にて継続処方あり。また多飲水の懸念あり。毎朝１検体重測定指示あり。
　　　　　　　　ジプラシドン治験の説明受け、本人も「やります。」と話し、家族への意向確認の電話連絡は主治医が行うこととなる。
・袴田　将志様～2/8臨時薬より同内容にて継続処方あり。時間隔離の開始に伴い、タバコ6本/日となる。また荷中のラジカセ使用の許可あり。
・澤村　彬様～2/8臨時薬より同内容にて継続処方あり。
・吉島　知寿子様～便秘時センナリド５回分処方あり。
・瀧又　富蔵様～2/8臨時薬よりメマリー10㎎→15mgへ変更となり、その他同内容にて継続処方あり。
・小澤　和子様～2/8臨時薬よりフルメジン3mg→４mgへ変更となり、その他同内容にて処方あり。
・高屋敷　良子様～2/8臨時薬よりクエチアピン150㎎→75㎎へ変更し、その他同内容にて継続処方あり。
・山本　真智子様～2/8臨時薬よりシクレスト中止、ランソプラゾールOD15mg再開へ変更となり、その他同内容にて発芽来日まで継続処方。退院処方として頓用薬も処方あり。
・嶋守　直人様～2/8臨時薬よりアモキサンカプセル50mg追加、その他同内容にて継続処方あり。また2/10家族同伴外出はムリの無い程度で行ってくるよう説明あり、許可あり。
・工藤　悦子様～2/8臨時薬より同内容にて継続処方あり。
・江刺家　キヨ様～便秘時薬センナリド処方あり。

＜皮膚科診察情報＞
・藤島　孝光様～臀部から尾骨に表皮剥離あり、ゲンタマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護の
　　　　　　　　指示あり。

・夏坂　浩美様～特変なし、同前処置。

・見付　幸一様～特変なし、同前処置。

・下村　慶子様～特変なし、同前処置。

・泉山　紀子様～特変なし、同前処置。

・山下　幸子様～皮膚乾燥軽減、同前処置。
・木村　美智子様～特変なし、同前処置。

・名久井　光雄様～両下腿の皮疹消失の為、治癒。

・金沢　貫蔵様～右第1趾肉芽著明。イソジン消毒後、ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護

　　　　　　　　の指示あり。

・水梨　孝純様～特変なし、同前処置。

＜入院患者様情報＞

氏    名：田中　稔美様

  生年月日：昭和10年8月6日　　83歳

  病    名：アルツハイマー型認知症　

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Ａユニット

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　H29年5月にスーパーでの万引き、8月には車運転中に対向車との接触事故あり。H29年
9月26日には当院受診しているが以後の受診に至っていない。H30年1月26日にスーパー
での万引きがあり、警察の介入が行われている。八戸警察署での48時間の拘留予定だった
が認知症の診断などから27日には釈放されている。警察から家族に専門病院での入院治療
の説明し、松平病院を受診しているが担当医師不在で入院にはならず。高齢者支援センタ
ー寿楽荘、八戸市高齢福祉課、家族で今後について検討し、Ｈ31.2.7　11：20認知症の精
査と加療目的にて東病棟Ａユニットへ医療保護入院となる。
・備考

家族洗濯（LTは南移動時加入するとのこと）

インフルエンザ予防接種（済）

